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2018 年 7 月 

『トレーニング指導者テキスト理論編 改訂版』訂正箇所リスト 

 

表記テキストの記載に誤りがございました。お詫び申し上げますとともに、以下の通り訂正させ

ていただきます。 

本リストは、「トレーニング指導者テキスト理論編 改訂版 第 6 刷」（以前の発行含む）の訂正箇所

に対応するものです。現在お持ちの「トレーニング指導者テキスト理論編 改訂版」が何刷である

かは、P.223 にてご確認いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●2章 3 節 P53 右段 上から 11 行目 

（誤）この筋が弱いと、歩行時の立脚期に体幹が支持脚方向に側屈する Trendelenburg（トレン

デレンブルグ）という現象を起こす。 

 

（正）この筋が弱いと、歩行時の立脚期に体幹が支持脚の反対方向に側屈する Trendelenburg（ト

レンデレンブルグ）という現象を起こす。 
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●4章 2 節 P99  図 6 

（誤） 右下④  左下③  

（正） 右下③ 左下④ ※数字のみ入れ替え（矢印の順番に合わせる） 

 

（誤） ② ATP.Pi 

（正） ② ADP.Pi 

 

（誤） ④ ATP.Pi 

（正） ③ ADP.Pi （※正しい番号で記載／図中右下） 

 

（誤） ③と④の中央  ATP 

（正） ③と④の中央  ADP 

 

（誤） 力・変異 

（正） 力・変位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【左】                       【右】 

『トレーニング指導者テキスト理論編 改訂版』      訂正内容 

第 6 刷以前 

 

 

 

●7章 2 節 P184 右段 上から 12行目 

（誤）この炎症は、大腿骨頭と腸脛靭帯（図 13）との摩擦によって誘発される。 

（正）この炎症は、大腿骨外側上顆と腸脛靭帯（図 13）との摩擦によって誘発される。 
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●7章 2 節 P185 右段 図 13腸脛靭帯の走行 

（誤）『トレーニング指導者テキスト理論編 改訂版』第 6 刷以前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（正）訂正内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

大腿骨外側顆 


